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7月31日

は
山口県知事選挙の投票日です

午 前7 時 から午後6 時 まで
(大垰のみ午後5時まで)

市内各投票所 で投票 が行 われます

好きです山口 みんなで投票

選挙についての問合せ先は 長門市選挙管理委員会事務局へ
電話 市役所 内線320 ・321

安心といっしょに働いています
中小 企業勤労者共済に加入を

中
小
企
業
勤
労
者

共
済
制
度
は
、
中
小

企
業
で
働
い
て
い
る

未
組
織
の
勤
労
者
の

福
祉
の
向
上
を
目
的

に
、
死
亡
・
障
害
・

入
院
・
住
宅
災
害
等

不
時
の
際
の
大
き
な

保
証
と
し
て
県
下
全

域
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
共
済
制

度
で
す
。

中
小
企
業
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
次

の
特
色
が
あ
り
ま
す

①
　
わ
ず
か
な
掛
金
で
大
き
な

保
障
が
あ
り
ま
す
。

②
　
セ
ッ
ト
共
済
で
あ
る
た
め

幅
広
い
保
障
が
で
き
ま
す
。

③

事
業
主
の
方
が
従
業
員
の

た
め
に
負
担
さ
れ
た
掛
金
は

損
金
扱
い
に
な
り
ま
す
。

④
　
事
業
主
の
方
に
と
っ
て
は

従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
の

代
替
措
置
と
し
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。

⑤
　
共
済
会
が
協
定
し
て
い
る

施
設
又
は
指
定
し
た
保
養
施

設
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
が
割
引
き
と
な

り
ま
す
。

型
種
（
掛
金
）

・
1
型
（
4
5
0
円
）

・
2
型
（
9
0
0

円
）

・
3
型
（
1
、
5
0
0
円
）

・
高
齢
者
型
（
4
5
0
円
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
（
5
0
0
円
）

加
入
資
格

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
方

は
、
県
内
に
住
所
又
は
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
等
で
契
約
発
効
日
に
健
康

な
方
で
す
。

加
入
の
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

長
門
市
勤
労
福
祉
共
済
会

（
市
役
所
商
工
観
光
課
）

内
線
4
2
2

昭
和
6
3
年
度

「
知
事
へ
の
提
言
」

を
募
集
！

設
定
テ
ー
マ

1
、
「
山
口
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
に
は
」

2
、「
交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い

て
」

募
集
期
間

S
6
3・
8
・
1
～
S
6
3・
8
・
3
1

提
言
方
法

所
定
様
式
又
は
自
由
な
様
式

に
よ
り
、
市
役
所
に
備
え
つ
け

て
あ
る
「
知
事
へ
の
提
言
箱
」

に
投
函
、
又
は
県
庁
内
中
央
県

民
相
談
室
に
送
付
。

目
で
見
る
県
政
教
室

親
子
バ
ス
の
参
加
者
募
集

期
　
　
日
　
8
月
2
日
火

案
内

先
　
県
消
防
学
校
・
児
童

セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

県
内
居
住
者
で
、
大
人
1
人

と
子
供
は
、
小
学
校
4
年
生
か

ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
児
童

生
徒
3
人
ま
で
と
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
4
0人
程
度

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

そ

の

他

参
加
料
は
、大
人
1
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

児
童
生
徒
は
5
0
0
円

日
程
は
、参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

締
切
り
　
7
月
2
3日
午
前
中
ま
で

申
込
み
先

市
役
所
企
画
課
広
報
統
計
係

（
内
線
3
1
2

）
あ
て
に
、
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
学
年
・
電

話
番
号
を
書
い
て
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

河川愛護月間・海岸愛護月間

7 月1 日～7 月51日

アジア太平洋博覧会 前売券発売
会期/1989年3月17日金～9月3日( 日) 〈171日間〉会場／福岡市シーサイドももち

入場料 金表

大　人 高校生 中･小学生

第1 期前 売 券 2, 000円 1, 200円 1, 000円

当日普通入 場 券 2. 700円 1, 600円 1, 300円

7 月31日まで25％引き

前売券は市役所総務課で発売中



7
月
2
3
日
土
仙
崎
花
火
大
会
交
通
規
制

規制時 間
陸上　19 :  00～22 :  30
海上　19 :  00～22 :  00

花火開 始　20 :  00～21 :  30
注　　 意
青海大橋 の上で花火 の観覧 は
で きません。
車両通 行禁止区域 内は、 歩行
者天国 に なり ます。車 両の移
動 もで きませ ん。
けい留 した船の上 で花火 の観
覧はで き ませ ん。
駐 車場 は、仙崎小･ 仙崎 中･ 水
産高の各グランドと、市道後 原
線( 酒井石油から児童遊園
に至る深川湾沿いの道路)
を臨時駐車場に
し ま す 。

･陸 上( 規 制時 間19: 00 ～22: 30)
車 両 通 行 禁 止 区 域

( 規 制 中 は 、 車 両 移 動 禁 止)

駐 車 禁 止 駐 車 場
車両 進 入 禁止

海 上( 規 制時 間19: 00 ～22: 00)
花 火 打 上 場 所

航泊禁止区域　※ 航泊禁止区域への進人船は罰せられます。

矢崎節夫　子育て 教室
参 加者募集

日　 時　7 月25日(月)

9 : 00　 受　 付
12 :  05　閉　 会

場　 所　 藤永旅 館　 正明市3 区

講　 師　 矢崎 節夫 先生
申 込み先　 中央 公民 館内

「矢崎節夫子育て教室｣まで
料　 金　 無　 料

講演 会終了後 、講師と の会 食 を予定

し てい ます。 希望 者は申込 みください。
会 食代金( 500 円)

講 演 会 開 催
～女性と地域の新時代～

日　時　8 月11日(木)
午前9 時30分～正午

場　所　中央公民館大講堂
講　師　広島大学助教授

土井 利樹 先生
対象者　市内の女性
詳細問合せ・申込み先

教育委員会社会教育課
酋内線206

高 校 開 放 講 座，
コンピューター入門講座

受 講 生 募 集

マイコンの楽しい使い方
期　 間　8 月17 日～27日 （10回講座）

時　 間　18 時 から21時
場　 所　 美祢工業 高校
経　 費　 テ キスト 代1, 500 円
申 込み方 法

往復は がきに、住所・氏 名・年齢

・職業・電話 番号・講座 名「美 祢工
高 コンピューター入門」 を記入 して

くだ さい。
申 込み先

〒753 山口 市大手町2 －18
山 口県生 涯教育 セ ンター

締切 り　8 月6 日出

（定 員20人 をこ えた時は抽 選で決定 し
ます。）

剣道昇段 審査会 が開 催

期　日　8 月26日　講習会
8 月27日　実技試験

場　所　長門市武道館
審査段位　3 段以下
締切り　8月20日土
詳細問合せ・申込み先

市役所水道課　境田正美さんまで
内線212

作

品

募
集

第
0
8回
　
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

部
門
及
び
応
募
資
格

・
中
学
・
高
校
の
部

・
一
般
の
部

題
　
材水

産
業
並
び
に
海
と
そ
の
生

物
に
関
す
る
も
の

サ
イ
ズ
等

サ
ー
ビ
ス
判
（
一
般
の
部
は

キ
ャ
ビ
ネ
以
上
）～
四
ツ
切
の
カ

ラ
ー
及
び
白
黒
プ
リ
ン
ト
、
ス

ラ
イ
ト
可

締
切
り
　
8
月
2
0
日
土
（
必
着
）

※
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
1
0
1千
代
田
区
内
神
田
1
の
1
の
1
2

コ
ー
プ
ビ
ル
　
全
漁
連
漁
政
課

内
「
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

0
3
‐
⑩
1
9
6
1
3

昭
和
6
3年
度

交
通
安
全
家
族
会
議

用
作
文

応
募
区
分

小
・
中
学
校
、
母
親
・
一
般

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
（
母
親
・
一
般
）

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

締
切
り
　
9
月
2
0日（
消
印
有
効
）

送
付
・
問
合
せ
先

〒
1
0
0東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

3
の
1
の
1
　
総
務
庁
交
通

安
全
対
策
室
　
交
通
安
全
作

文
募
集
係
又
は
総
務
課
防
災

車
両
係
　
　
内
線
3
0
8

第
2
3
回

山
口
県
み
ど
り
の
家
真

コ
ン
ク
ー
ル

題
　
材

・
自
然
と
緑
化
の
部

・
林
業
の
部

作
　
品一

枚
写
真
で
四
ッ
切
・
六
ッ

切
、
応
募
点
数
は
自
由

資
　
格作

品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
。
職
業
写
真
家
は
除
く
。

締
切
り
　
昭
和
6
4年
1
月
末
日

送
付
・
問
合
せ
先

〒
7
5
3
山
口
市
滝
町
1
の
1
　
県

庁
林
政
課
内
山
口
県
林
業
協
会

こ
ど
も
と
大
人
の
広
場

夏
休
み

さ
よ
な
ら
ま
つ
り

期
　
日
　
8
月
2
7
日
土

8
月
2
8
日
日

場
　
所
　
俵
山
温
泉
閣

参
加
費
　
大
人
3
千
円

子
供
1
千
円

宿
泊
は
大
人
6
千
円
、
子
供

3
千
円
（
1
泊
2
食
込
み
）

講
　
師
　
毛
利
子
来（
小
児
科
医
）

清
水
道
尾（
童
話
作
家
）

申
込
み
先

俵
山
公
民
館
（
市
内
俵
山
大
羽

山
区
）
酋
⑨
‐
0
0
6
3

締
切
期
限
　
7
月
2
5日
ま
で



三
世
代
交
流

炭
焼
窯
完
成

6
月
2
0日
、
俵
山
大
羽
山
区
の

旧
日
置
農
高
俵
山
分
校
跡
の
裏
山

に
、
俵
山
老
人
大
学
、
民
芸
部
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
炭
焼
窯
が
完

成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
三
世
代
交
流
ｌ

ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
事
業
と
し
て
す

す
め
て
い
る
も
の
で
す
。

真
木
の
富
士
名
さ
ん
の
指
導
で
、

5
月
末
か
ら
と
り
か
か
り
、
こ
の

日
完
成
し
た
も
の
で
す
。

最
初
の
火
入
れ
は
、
子
ど
も
達

の
夏
休
に
に
あ
わ
せ
て
、
8
月
中

旬
の
予
定
で
す
。

海
水
浴
場
と

キ
ャ
ン
プ
村
開
き

7
月
5
日
、
只
の
浜
海
水
浴
場

開
き
が
、
9
日
に
は
青
海
島
船
越

で
キ
ャ
ン
プ
村
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

両
日
と
も
、
関
係
者
に
よ
り
、

期
間
中
の
安
全
を
願
っ
て
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

松
　
尾
　
友
香
里
ち
ゃ
ん

（
2
歳
5
か
月
）

（
下
川
西
区
）

わ
が
家
の
宝
で
す
。

素
直
に
、
明
る
く
育
つ
て
ほ
し

い
。

（
母
　
照
美
さ
ん
）

みん
なを好きに

私
は
好
き
に
な
り
た
い
な
、

何
で
も
か
ん
で
も
み
い
ん
な
。

葱
も
、
ト
マ
ト
も
、
お
さ
か
な
も
、

残
ら
ず
好
き
に
な
り
た
い
な
。

う
ち
の
お
か
ず
は
、
み
い
ん
な
、

母
さ
ま
が
お
つ
く
り
な
っ
た
も
の
。

私
は
好
き
に
な
り
た
い
な
、

誰
で
も
か
れ
で
も
み
い
ん
な
。

お
醫
者
さ
ん
で
も
、
鳥
で
も
、

残
ら
ず
好
き
に
な
り
た
い
な
。

世
界
の
も
の
は
み
ィ
ん
な
、

神
さ
ま
が
お
つ
く
り
な
っ
た
も
の
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

愛 の 献 血 に
ご協力 を

8 月1 日
J Ｒ長門 市駅

10 :  00 ～12 :  30

長門保健所
13 :  30 ～15 :  30

な が と 歴 史 散 歩

第14

回
宮
の
台
に
時
は
流
れ
る

懇
田
記
念
碑

俵
山
宮
の
台
は
、
藩
政

時
代
、
萩
城
下
か
ら
赤
間

関
（
下
関
）
へ
の
本
往
還

（
幹
線
道
）の
要
所
。
か
つ

て
一
里
塚
も
あ
っ
た
。

萩
を
発
っ
て
、
三
見
、

三
隅
、
正
明
市
、
旧
大
寧

寺
峠
、
湯
町
、
宮
の
台
、

大
峠
、
西
市
…
と
道
は
続
く
。

宮
の
台
の
地
名
が
伝
え
る
よ

う
に
、
い
ま
の
俵
山
（
旧
・
松
川
）

八
幡
宮
は
、
か
つ
て
こ
の
地
に

鎮
座
し
て
い
た
。

こ
の
台
地
に
、
水
田
を
開
く

事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治

四
十
三
年
の
こ
と
。
九
十
戸
の

関
係
者
は
組
合
を
つ
く
り
、
力

を
結
集
し
た
。

用
水
の
た
め
の
溜
（
た
）
め

池
が
、
山
の
手
、
土
対
（
ど

つ
い
）
に
築
か
れ
た
。
水
を

ひ
く
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
は
、

一
年
以
上
も
か
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
溜
め
池
が
で

き
あ
が
っ
だ
こ
ろ
、
予
期
せ

ぬ
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
。
集

中
豪
雨
で
土
手
が
決
壊
、
下

流
は
土
砂
に
埋
ま
っ
た
。
本

来
の
工
事
に
、
復
旧
工
事
が

加
わ
っ
た
。

し
か
し
、
「
当
事
者
堅
忍
能

（
よ
）
く
難
局
に
処
し
」（
碑
文
）、

大
正
三
年
四
月
工
事
完
成
。
五

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
こ
の
地
は
、

見
事
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

総
工
費
二
万
円
（
当
時
の
米

一
俵
は
七
円
二
十
八
銭
）。組
合

で
は
山
林
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
求

め
、
将
来
の
経
費
に
備
え
た
。

懇
田
記
念
碑
は
大
正
五
年
、

こ
の
地
に
建
っ
た
。
碑
文
の
筆

者
は
、
大
津
郡
役
所
技
手
の
吉

村
深
耕
（
本
名
・
清
太
郎
、
下
関

市
王
喜
の
人
）
で
あ
る
。
難
工

事
の
経
過
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

い
ま
は
水
稲
減
反
の
時
代
。

米
づ
く
り
に
夢
を
託
し
た
、
当

時
が
し
の
ば
れ
る
。
　

（
三
）当 時 を 語 る 記 念 碑

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

7
月
9
日
、
通
大
越
の
浜
で
通

小
学
校
と
中
学
校
が
合
同
の
遠
泳

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、「
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
、
通
っ
子
の
育
成
を
め

ざ
す
」
目
的
で
行
わ
れ
、
今
回
で

4
回
目
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
ス
に
そ
っ
て
、
父
兄
の
船

1
0数
隻
が
見
守
る
中
を
、
3
4
5人の

児
童
生
徒
は
、
自
分
の
水
泳
力
に

応
じ
て
、
2
千
5
百
メ
ー
ト
ル
の

Ａ
コ
ー
ス
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
の
Ｄ

コ
ー
ス
ま
で
の
4
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
泳
ぎ
ま
し
た
。

市の人口( 7 月1 日現在)

面　 積　152. 29km

人　 口　　27, 198 人

男　　　12, 764 人

女　　　14, 434 人

世帯数　　8, 596 世帯

人日 ，世帯 数 を調整し ました

今月の納税

固定資産税
第2期

納期 8 月1 日
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